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青年会議所（ＪＣ)は明るい豊かな社会の実現を理想と
し、責任感と情熱をもった20歳～40歳の青年団体です。
「修練」「奉仕」「友情」の三つの信条のもと、より良い社
会づくりをめざし、さまざまな活動に積極的に取り組んで
います。
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4月例会

４月例会は「会員による会員のため改革会議」を開催しました。

会場のなのはなプラザ３階大会議室では、新型コロナウイルス感染拡大防止の対策を綿密に行い、今年
度初の集合型事業を開催しました。

会員からは、久しぶりに顔を合わせての例会は良かった、ＪＣ活動を見直す機会となった、あらためてＪＣの
価値を再認識できたなど、今後の活動に対して前向きな感想を持ってもらうことができ、有意義な事業となり
ました。

例会では、直前理事長の平間正宏君から、「青年会議所の価値について」講演をいただいたほか、今後の
青年会議所活動をより良く、多くの会員が参加していくためにはどのように行動していったらよいのかについ
て、グループディスカッション方式で真剣に話し合いを行いました。

各グループでの話し合いの中から選考された、改革案について、小山裕貴理事長が「これ変えよう宣言」を
行い、

この宣言を基に、今後のＪＣ活動において、効率的かつ地域にインパクトを与えることの出来るような活動を
行ってまいります。

「会員による会員のため改革会議」
～Reform meeting for members by the member～
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一関青年会議所活動の「番外編」をご紹介！！

一関青年会議所では、例会などの事業活動のほか、
会員の有志による、釣り部やゴルフ部など、会員同士
の交流活動も活発に行っています。

「急に釣りに行きたくなった～今日、夜釣りに行ける
人？？？」
「明日、朝ゴルフに行きたい人？？？」

こんな急なお誘いがあっても、楽しいことなら、なぜか
集まっちゃう一関青年会議所メンバーです(笑)
また、ＪＣ活動の中で、おいしいご当地グルメを堪能す
るなど、一関青年会議所の活動には、楽しいことがいっ
ぱいあります！！

ぜひ、こんな一関青年会議所で一緒に活動してみま
せんか？
興味のある方、心からお待ちしています！！



5月例会

５月例会では、持続可能な地域社会の実現に向けて、一関市の地域課題を学ぼうと、
第１部では、一関市市⾧公室次⾧兼政策企画課⾧ 菅原稔 様

社会福祉法人一関市社会福祉協議会地域福祉課課⾧補佐 小野寺一喜様
をお招きし、「一関市の課題を知る」と題しましてご講演いただきました。

第２部では「地域課題×ＳＤＧｓ×ビジネス」と題し、第１部で伺った一関市の地域課題に
ついて青年会議所メンバーが所属する組織や会員個人として、どのようなことができるのか考
えるグループワークを行いました。

今回の事業を通じて一関市が抱えている課題を改めて知り、その課題に対してどのようにア
プローチしていくのか、またそれがビジネスチャンスとなることを考えることができました。
今回考えた手法を少しずつでも、実現、実践していくことで地域内経済の循環や持続可能な

一関市の実現に寄与できるのではないかと考えております。
今後とも会員全員で持続可能な地域社会の実現「ＳＤＧｓの理念」の推進を図って参ります。

貴重なご講演いただきました菅原様、小野寺様、誠にありがとうございました。
また、今回御協力いただいた皆様、御参加いただいた皆様には心より御礼申し上げます。

「地域課題×ＳＤＧｓ×ビジネス」
～持続可能な地域社会の実現に向けて

一関の地域課題を学ぶ～
TOBIRA
2021.5.20



6月例会

7月３日（土）に６月例会「知っ得！自然の力が未来を変える」～これからの一関に今
私ができること～開催しました。

開催に先立ち開催地でもある知勝院ご住職千坂英俊様よりご挨拶を頂戴し、その後同敷
地内にある久保川イーハトーブ自然再生研究所主任で岩手県環境アドバイザーの佐藤良平
様よりご講演をいただきました。
一関の自然の現状や信じられないほど豊かな生態系が残っているこの土地を、100年後

を生きる子どもたちに残したいという想いと活動内容、そして様々な自然体験が青少年へ
の成⾧のきっかけになることを再認識した講演となりました。
終了後はあいにくの天気でしたが、周辺を散策しながら水生生物や昆虫を採集し生態に

ついての説明や、普段経験できない植樹など体験をすることができ、今回の事業で改めて
自然に触れることの大切さと体験活動の重要性をメンバーで共有し未来を担う子どもたち
へ何を伝えなければならないかを考える機会をいただきました。

開催場所としてご協力いただきました知勝院ご住職千坂英俊様、久保川イーハトーブ自
然再生研究所主任佐藤良平様には心より感謝申し上げます。又、ご参加いただきました皆
様、この度はご協力いただき誠にありがとうございました。

「知っ得！自然の力が未来を変える」
～これからの一関に今私ができること～

TOBIRA
2021.7.3



ー出向報告ー

公益社団法人日本青年会議所東北地区岩手ブロック協議会
2021年度第50回岩手ブロック会員大会in陸前高田

ＩＦ ＹＯＵ ＷＡＮＴ～ＷＥＣＡＮＢＥＬＥＡＤＥＲＳ明日を担う意志～

TOBIRA

公益社団法人日本青年会議所東北地区岩手ブロック協
議会の運動をご理解いただくと共に各地域の青年会議所
会員が郷土岩手の今と未来を考え、社会課題の解決に向
けて多様な方々と連携し、地域の活性化につなげる機会
とすることを目的として、6月26日（土）に陸前高田市民文
化会館及び館の沖芝生広場にて開催されました。
東北地区岩手ブロック協議会には、一関青年会議所か
らも副会長の平間正宏くんをはじめ多くのメンバーが出向
しており、東日本大震災から10年、第50回目の開催という
節目の大会の成功に一役を担いました。

一関の仲間が
岩手で・・・
そして・・・日本で羽ばたく！！

サマコン（サマーコンファレンス）は、

公益社団法人日本青年会議所の会員が自身の学びや社業発展の仕掛けを得ると
ともに、年間の運動を広く発信するために各界を代表する著名な有識者をお招きし
地域・国家・国際・組織を主軸に様々なジャンルのファンクションを開催する場です。
（2021年で横浜での開催は25回目）

サマコン ＦｌａｓｈＮｅｗｓ～彩の結節点～「地域イノベーションプロジェクト〜突撃となりの質的価値〜」
国立大ホールにて、地域イノベーションプロジェクト〜突撃となりの質的価値〜が開催されました。
ふるさと納税ポータルサイトの先駆者である、トラストバンクの須永珠代様と、静岡県沼津市戸田の地域おこし協
力隊から、深海魚直送便を始められた青山沙織様のお二人をお迎えし、ＪＣＩ日本の阿部議長をコーディネーターとし
て、どのように質的価値を発見し、創造してきたかお話し頂きました。
地域の課題と向き合う事だけではなく、共感しあう人々がその地域の強みを明確化し、地域の経済活性化に繋げる。
これは、明るい豊かなまちづくりの一環として必然の事でもあり、特に行動力が重要だと学ぶ貴重な機会となりました。

一関のメンバーが全国で活躍！！
７月１７日、１８日の二日間 サマーコンファレンス２０２１「彩の結節点」が神奈川県横浜市パシフィコ横浜

と全国をWEBで繋いだハイブリッド形式で開催されました。
一関青年会議所からは、公益社団法人日本青年会議所２０２１年度地域グループ質的価値創造会議に出向し、
議⾧を務める 阿部徹 君、総括幹事 坂下立志 君 らが中心となり
メインフォーラム 地域イノベーションプロジェクト～突撃となりの質的価値～が開催されました。



いちのせきの夏の風物詩～七夕飾り～
誰もが幸せに生活できますように

～フードパントリー～

TOBIRA
2021.7月

入会に関するお問い合わせは▶
一般社団法人 一関青年会議所事務局
〒021-0881 一関市大町４-29なのはなプラザ４階
TEL:0191-23-8639 / FAX:0191-23-6451
MAIL: iseki78jc@mx4.et.tiki.ne.jp

一関青年会議所は、地域社会の発展を真剣に考え、
さまざまな活動を展開している団体です。
メンバーは、経営者、一般会社員、公務員に至るま
で、さまざまな分野で働く若者によって構成されて
います。入会するに、所属する部署や企業の形態・
規模は一切関係はありません。
個人の資質を生かし、志を同じくする仲間と切磋琢
磨しながら、地域社会の発展を目指して活動しませ
んか?一人でも多くの入会を切に願っています。

７月24日、一関銀座会様と共催で市内の児童クラ
ブや保育園、社会福祉法人の皆さまのご協力をいた
だき作成された七夕飾りの展示を行いました。
このミニ七夕飾りが今後の新しい七夕の形として、

より祭りを盛り上げること、新型コロナウイルスの
状況下の中、少しでも賑わいや彩をつけ地域活性に
結び付けること、そして、いちのせき夏まつりの開
催の根源でもある、カスリン・アイオン台風の慰霊
の意味が込められた祭りであることを子供たちに伝
えていくこと、なにより、中止となってしまいまし
たが、いちのせき夏まつりが今後にわたって、継承
される祭りであることをＪＣは祈っています。
一関の商店街に夏の風物詩である七夕飾りが町に

彩と賑わいの創出につながる一助となれば幸いです。
今後も一関青年会議所は、地域の団体とパート

ナーシップを結びこの町がよりよい街になるよう運
動をしてまいりますので、地域の皆様からのご理解
とご協力を何卒よろしくお願いいたします。

７月２１日に食料支援事業に取り組む一関市社会福
祉協議会にレトルト食品などを寄贈しました。
寄贈は３月に続き２回目で会員や一部のＯＢに呼び

掛けたところ、レトルトカレーやインスタントラーメ
ン、缶詰食品など数多くご協力をいただきました。
今回寄贈された食料は、３１日に同協議会がひとり

人親世帯を対象に食料を配布するために実施する「夏
休みフードパントリー事業」で活用されます。
ご協力いただいた皆様誠にありがとうございました。

活動報告



一関青年会議所は、地域社会の発展を真剣に考え、さまざまな活動を展開している団体で
す。メンバーは、経営者、一般会社員、公務員に至るまで、さまざまな分野で働く若者に
よって構成されています。入会するに、所属する部署や企業の形態・規模は一切関係はあり
ません。個人の資質を生かし、志を同じくする仲間と切磋琢磨しながら、地域社会の発展を
目指して活動しませんか?一人でも多くの入会を切に願っています。

一緒に活動する

入会に関するお問い合わせは▶
一般社団法人 一関青年会議所事務局
〒021-0881 一関市大町４-29なのはなプラザ４階
TEL:0191-23-8639 / FAX:0191-23-6451
MAIL: iseki78jc@mx4.et.tiki.ne.jp

会員拡大委員会 委員
住友生命保険相互会社
支部長 木村 俊之

事務局 委員
株式会社おやまケアサービス
県南地区担当スタッフ支部

酒井 遥

組織改革委員会 委員
一関市役所

主任主事 菅原 翔太

2021年度 新入会員紹介！！ よろしくお願いいたします！！

SDGs推進委員会 委員
株式会社常州園

専務取締役 佐藤 泰洋

青少年育成委員会 委員
セイコウタウンプランニング

佐藤 琢哉


